
高校生議員からの質問及び執行部答弁

高校生議員の自己紹介

議長開会宣言

開会宣言する
柳居議長

本会議場で挨拶
をしました。

【宇部・萩地域の高校生議員の皆さん】
（厚狭高等学校）
志賀ほのかさん 波多野美紀さん

（宇部鴻城高等学校）
河岡茉奈さん 野村楓さん

（慶進高等学校）
三好陽菜さん 村田妃莉さん

（宇部フロンティア大学付属香川高等学校）
吉屋希栞さん 坂野陽菜さん

（サビエル高等学校）
山根温君 小野亜優美さん
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県民誰もがその個性と能力を十分に発揮し、男女が共に生き生きと活躍できる社会を実現
することが極めて重要であることから、子育て世代の男女が共にワーク・ライフ・バランスを実
現できるよう、多様で柔軟な働き方の導入支援や男性も家事・育児に参加しやすい職場環境
づくりに取り組んでいます。

多様で柔軟な働き方の導入に向けては、働き方改革支援センターのアドバイザーが企業を
訪問して短時間勤務などの導入について相談に応じるとともに、成功事例をモデルとして県内
企業への波及や拡大を図っており、男性も家事・育児に参加しやすい職場環境づくりに向け
ては、私自ら率先してイクボス宣言を行うとともに、子育て応援企業の登録拡大やイクボス表
彰などを行い、社会全体で子育てを応援する気運が高まるよう取り組んでいます。

しかしながら、三好議員の御指摘のとおり、さらなる男性の育休取得率向上や、女性の育児
負担軽減に取り組む必要があることから、多様な働き方や子育てしやすい職場環境づくりをさ
らに進めることとしています。

テレワークなどの「新しい働き方」の導入を促進するため、専門家による助言や、リモート
ワークに必要となる機器の試行的な導入などをサポートするとともに、国と連携してセミナーを
開催し、従業員の満足度向上による離職率の低下など育休取得による企業のメリットを紹介
するとともに、男性の育休取得を促進する奨励金など企業への支援の充実を図ります。

さらに、男性女性に関わらず、長期間の育休を取得することが当たり前となり、男女が共に
家事・育児を担う社会の実現に向けて、県として、どのような取組ができるのか、具体的に検
討を進めてまいります。

女性が安心して出産をするためには、男女共に家事・育
児の役割をバランスよく分担できるよう、無理なく仕事と家
庭の両立するワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取
組が急務です。

山口県において、子育てしやすい環境にするためのワー
ク・ライフ・バランスの実現、及び、多様な働き方を支える
具体策についてどのようにお考えでしょうか。

答弁する
村岡知事



第９回やまぐち高校生県議会で可決された意見書

山口県議会のホームページには、これまでの高校生県議会の概要をはじめ、議会に関するいろいろな情報が掲載されています。
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

「選挙活性化に向けた政治への興味を高めるための質問箱の設置を求める意見書」

政治や行政に興味を持つきっかけをつくるため、そして、山口県の選挙投票率を上げるために、誰でも気軽
に質問できる質問箱の設置を求める意見書を高校生議員４７名全員の賛成で可決しました。
（代表提案者：宇部鴻城高等学校 野村 楓さん）

提案理由を説明
する野村議員

全員で起立採決

決意表明

高校生議員を代表して、
「山口県民の一員として持続
可能な未来社会の創出に貢献し、
『安心で希望に満ちた山口県』の
実現のために、積極的に尽力し
続ける。」と決意表明しました。

（決意表明者：高水高等学校 天野 琥珀君）

記念撮影

決意表明する
天野議員

答弁する
村岡知事

県では、市町のイベント情報などを、「健康やまぐちサポートステーション」へ
の掲載や「やまぐち健幸アプリ」のプッシュ通知等により、市町の取組が広く県
民の皆様に伝わるよう、情報発信しています。

また、県の広域性を活かし、専門家から直接学ぶ機会として、健康づくりに
関するフォーラムを開催し、ＬＥＤセンサーに手のひらを当てることによる緑黄
色野菜の摂取量の推定や、唾液による歯周病リスクの検査など、健康づくり
のきっかけとなる体験イベントを企画しています。

さらに、健幸アプリでは、美祢市於福の水神公園周辺などの現地を歩くコー
スや、海を越えて旅をする蝶である「アサギマダラ」とともに下関市から周防大
島町までを巡る、バーチャルコースを設定するなど、引き続き、地域をつない
で、誰でもどこでも参加できる健康づくりの機会を提供してまいります。

私は、こうした取組により、住んでいる地域に関わらず、県民が生涯を通じ
て健康に暮らせるよう、健康寿命の延伸に向けて、全てのライフステージにお
ける健康づくりの取組を一層推進してまいります。

質問に立つ
坂野議員

健康づくりに関する取組における地域格差を減らすため
に、県が主導して地域間の連携を推進し、県民の健康増進
を目指すプログラムやイベントを実施していただくことは可
能でしょうか。

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

